
 

 

 

 

 

 

 

 

 来週２１日から 40 日間の夏休みに入ります。「去年の夏休み前のたよりはどんなこと書いて

たかな？」と思い、過去の学校だよりを見てビックリ！・・・・２年前の７月は毎日授業でした。 

２０２０年４月１５日からコロナウイルス感染症による臨時休校が始まり、学校再開が５月２０

日。１年生は入学してから数日登校しただけで、１ヶ月以上家で過ごすことになったのです。   

その後、授業の遅れを取り戻すために、夏休み開始が８月１日、さらに、２学期始業式が８月

２０日でした。つまり、楽しいはずの夏休みはいつもの半分、２０日間でした。今思うと、「みんな

よく我慢したなあ。」と思います。その時の１年生ももう３年生。先日、３年の英語の授業を参観

しましたが、元気一杯の授業で、頼もしいクラスに成長しています。楽しいことや苦しいこと、い

ろんな事があったと思いますが、それぞれがしっかり前を向いて歩んできたんだな、と思います。 

今年は４０日間の夏休みです。遊んだり勉強したり、思いっきり夏休みを満喫してください。

ただ、一つだけ、健康と安全には十分気をつけてください。命に関わる『水の事故』と『交通事

故』は特に気をつけてください。先日、配付した【夏休みのやくそく】のプリントの中に、『子ども

だけで川や海へ行ってはいけません。水の事故には十分気をつけよう。』という項目があります。

親子で注意事項を一つずつ読み返し、夏休みの健康と安全について、再度確認してください。 

 

  

 

７月８日（金）、「人とホタルの元気な里地づくりプロジェクト」のメンバーの皆さんを講師に招

き、４，５年生が案山子づくりを行いました。この学習は、５月に始まった地域学習【米作り】の

一環で、昔ながらの案山子を作り、学習田に置こうという取り組みです。 

当日は５年生が会を進行し、リーダーとしての成長を感じさせる場面が多くありました。にじ

の広場で５班に分かれ、５体の案山子を完成させました。地域の方と相談しながら楽しそうに

活動する姿が見られました。 

この後、９月６日に稲刈りを行い、できたお米は文化祭などで販売する予定です。売上は次

年度の活動資金にもなりますので、販売時にはご購入の協力をお願いします。 

３番目の写真は、５月に植えた稲が成長した様子です。すでに９０ｃｍ近くになっており、9 月

の稲刈りが楽しみです。 

 

 

 児童会の本部役員が企画した全校レクリエーションが行われま

した。内容は誰もが楽しめるかくれんぼです。まず、全校児童が体

育館に集合し、児童会長の挨拶とゲーム説明がありました。その

後、みんなは一斉に校舎側に移動し、７分間の制限時間で思い思

いの場所に隠れます。時間がくると、今から鬼が探しに行きますと

いう全校放送が流れます。みんな息をひそめて隠れています。鬼役

の本部役員が手分けをして校舎内を探します。見つかった人は体

育館に戻ります。これを２回繰り返しました。最後まで隠れ切った人も何人かいたようです。 

低学年から高学年まで、みんなが楽しめるとても良いかくれんぼ集会でした。こういう活動を

学校では文化的活動と言います。単なる遊びではなく、目的があり、その活動の中で子ども達

に力がついていきます。計画を練る段階では、子ども達による話し合いがあったり、当日に向け

ての新聞づくりがあったり、様々な自主活動の場があります。全校を動かし、全員を楽しませる

ことは大変ですが、やりがいもあります。当日の大きな目的は、全校児童の仲間づくりです。お

互いに助け合ったり、楽しんだり、全校児童の気持ちが一つになります。 こんな活動を通して、

大宮小の学校文化がまた一つ醸成されていきます。 

夏休み中の緊急連絡先について 

◆ 夏休みの平日、学校は 8:００～１６：３０の間、開いています。→ 学校（☎86-7711） 

◆ 学校閉校日（8/11～１７） → 教育委員会（☎72-4040 

◆ 土日祝日 → 役場本庁（☎86-2212） 
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